
� 国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基

き
金
きん
　さくらネットワークチーム　大

おお
伴
とも
　裕

ひろ
映

え

JENESYS プログラムとは、日
に
本
ほん
政
せい
府

ふ
が進

すす
める「21 世

せい
紀

き
東
ひがし
アジア青

せい
少
しょう
年
ねん
大
だい
交
こう
流
りゅう
計
けい
画
かく
」（Japan-East Asia 

Network of Exchange for Students and Youths）のことで、アジア、オセアニア地
ち
域
いき
の高

こう
校
こう
生
せい
や大

だい
学
がく
生
せい
、教

きょう
師

し
、

その他
ほか
様
さま ざ々ま
な分

ぶん
野

や
で活

かつ
躍
やく
する人

ひと び々と
を日

に
本
ほん
に招

まね
いたり、日

に
本
ほん
の若

わか
者
もの
を派

は
遣
けん
したりする大

だい
規

き
模

ぼ
な交

こう
流
りゅう
事

じ
業
ぎょう
です。国

こく
際
さい

交
こう
流
りゅう
基

き
金
きん
はこの JENESYSプログラムに協

きょう
力
りょく
し、いくつかのプログラムを実

じっ
施

し
しています。今

こん
回
かい
はその中

なか
の一

ひと
つ、

「JENESYS若
わか
手

て
日

に
本
ほん
語

ご
教
きょう
師

し
派

は
遣
けん
プログラム」について紹

しょう
介
かい
します。

JENESYS 若
わか

手
て

日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

師
し

派
は

遣
けん

プログラムは、大
だい

学
がく

で
日

に
本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

を専
せん

攻
こう

したり、日
に

本
ほん

語
ご

を教
おし

えた経
けい

験
けん

のある 
日

に
本
ほん

の若
わか

者
もの

を、東
とう

南
なん

アジアやオセアニア地
ち

域
いき

の日
に

本
ほん

語
ご

 
教
きょう

育
いく

機
き

関
かん

などに約
やく

10 ケ
か

月
げつ

間
かん

派
は

遣
けん

するものです。現
げん

地
ち

の
日

に
本
ほん

語
ご

教
きょう

師
し

と協
きょう

力
りょく

して日
に

本
ほん

語
ご

を教
おし

えたり、文
ぶん

化
か

の紹
しょう

介
かい

を 
したり、日

に
本
ほん

に対
たい

する理
り

解
かい

と興
きょう

味
み

をいっそう深
ふか

めてもらう 
と同

どう
時

じ
に、日

に
本
ほん

の若
わか

者
もの

の国
こく

際
さい

理
り

解
かい

を進
すす

めることを目
もく

的
てき

と
しています。

2008 年
ねん

度
ど

には 48 人
にん

の教
きょう

師
し

を派
は

遣
けん

しました。今
こん

年
ねん

度
ど

は、
既
すで

に派
は

遣
けん

した人
ひと

も含
ふく

め 60 人
にん

を派
は

遣
けん

する予
よ

定
てい

です。
派

は
遣
けん

される若
わか

手
て

日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

師
し

は、多
た

数
すう

の応
おう

募
ぼ

者
しゃ

の中
なか

から
厳
きび

しい審
しん

査
さ

を経
へ

て選
えら

ばれます。そして、赴
ふ

任
にん

の前
まえ

には、
日

に
本
ほん

語
ご

国
こく

際
さい

センター（浦
うら

和
わ

）で 2 週
しゅう

間
かん

の研
けん

修
しゅう

を受
う

ける 
ことになっています。研

けん
修
しゅう

では現
げん

地
ち

の日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

事
じ

情
じょう

の
ほか、海

かい
外
がい

における日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

授
じゅ

法
ほう

、文
ぶん

化
か

学
がく

習
しゅう

の方
ほう

法
ほう

など、海
かい

外
がい

で日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

を行
おこな

うために必
ひつ

要
よう

な知
ち

識
しき

と技
ぎ

術
じゅつ

を 
身

み
につけ、自

みずか
らの役

やく
割
わり

に対
たい

する意
い

識
しき

を高
たか

められるようにしています。日
に

本
ほん

語
ご

国
こく

際
さい

センターには、世
せ

界
かい

各
かっ

国
こく

から 
大
おお

勢
ぜい

のノンネイティブ日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

師
し

が、研
けん

修
しゅう

を受
う

けるために滞
たい

在
ざい

しています。これらの教
きょう

師
し

から話
はなし

を聞
き

いたり、 
協
きょう

力
りょく

して日
に

本
ほん

語
ご

授
じゅ

業
ぎょう

を計
けい

画
かく

する活
かつ

動
どう

が研
けん

修
しゅう

に組
く

み込
こ

まれているので、海
かい

外
がい

の教
きょう

育
いく

現
げん

場
ば

の状
じょう

況
きょう

や、ノンネイティブ 
教
きょう

師
し

と協
きょう

働
どう

で日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

にあたるということがどういうことなのか、情
じょう

報
ほう

を得
え

たり体
たい

験
けん

することができます。 
たとえ派

は
遣
けん

される国
くに

から来
き

ている教
きょう

師
し

とめぐり会
あ

えなくても、派
は

遣
けん

後
ご

のイメージが抱
いだ

きやすくなっています。
また、それぞれの国

くに
へ派

は
遣
けん

された後
あと

も、現
げん

地
ち

にある国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

基
き

金
きん

の海
かい

外
がい

事
じ

務
む

所
しょ

が、研
けん

修
しゅう

を行
おこな

ったり相
そう

談
だん

にのる
など、若

わか
手

て
日

に
本
ほん

語
ご

教
きょう

師
し

が現
げん

地
ち

で円
えん

滑
かつ

に日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

にあたれるよう支
ささ

えています。
実
じっ

際
さい

に、若
わか

手
て

日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

師
し

として派
は

遣
けん

された 4 人
にん

の方
かた

に、現
げん

地
ち

での活
かつ

動
どう

や、現
げん

地
ち

の先
せん

生
せい

や生
せい

徒
と

との交
こう

流
りゅう

について
語
かた

ってもらいました。これからもたくさんの交
こう

流
りゅう

が生
う

まれることを期
き

待
たい

しています。

JENESYS若
わか
手
て
日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
派
は
遣
けん
プログラムついて

外
がい
務
む
省
しょう
HP：http://www.mofa.go.jp/mofaj/area/china/jc_koryu21/sdk_keikaku.html

国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
HP:http://www.jpf.go.jp/j/japanese/new/0905/05-01.html
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日
に
本

ほん
語

ご
教

きょう
育

いく
ニュース

若
わか
手

て
日

に
本

ほん
語

ご
教
きょう
師

し
を10ヶ

か
月

げつ
間

かん
派

は
遣

けん
～JENESYS若

わか
手

て
日

に
本
ほん
語

ご
教
きょう
師

し
派

は
遣
けん
プログラム～
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派
は
遣
けん
国
こく
：

派
は
遣
けん
期
き
間
かん
：

氏
し

名
めい
：

フィリピン

2008 年
ねん
6 月

がつ
〜 2009 年

ねん
4 月

がつ

長
は
谷
せ
川
がわ
　有

あり
彦
ひこ

私
わたし

は、フィリピン 
・ミンダナオ島

とう
の 

ダ バ オ に 10 ヶ
か

月
げつ

 
赴
ふ

任
にん

し ま し た。 
派
は

遣
けん

先
さき

のミンダナオ 
国
こく

際
さい

大
だい

学
がく

は、 フ ィ リ ピ ン の 日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

を リ ー ド 
する教

きょう
育
いく

機
き

関
かん

で、派
は

遣
けん

当
とう

初
しょ

は、そこで学
がく

生
せい

とどのように
向
む

き合
あ

うか、自
じ

分
ぶん

の役
やく

割
わり

とは何
なに

かを模
も

索
さく

する日
ひ び々

でした。
初
はじ

めは、学
がく

生
せい

と良
りょう

好
こう

な関
かん

係
けい

を保
たも

つことばかり考
かんが

え、常
つね

に 
優
やさ

しく接
せっ

しようとしていました。しかし 2 ヶ
か

月
げつ

経
た

った
頃
ころ

から、時
とき

には敢
あ

えて厳
きび

しく接
せっ

するよう心
こころ

掛
が

けました。 
それは、同

どう
僚
りょう

の日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

師
し

の方
かた

のある言
こと

葉
ば

がきっかけ 
でした。
「教

きょう
師
し

は辞
や

められても、先
せん

生
せい

は辞
や

められない」私
わたし

が教
きょう

師
し

 
という仕

し
事
ごと

を辞
や

めたとしても、教
おし

えた学
がく

生
せい

にとって、 
私
わたし

はずっと「先
せん

生
せい

」という存
そん

在
ざい

であり続
つづ

け、私
わたし

が教
おし

えた 
ことがずっと彼

かれ
らの中

なか
に残

のこ
っていくということです。 

この言
こと

葉
ば

を聞
き

いて、たとえ短
たん

期
き

の派
は

遣
けん

教
きょう

師
し

でも、学
がく

生
せい

と
真
しん

剣
けん

に向
む

き合
あ

うべきだと考
かんが

えるようになりました。学
がく

生
せい

にとっては大
たい

変
へん

だったかもしれませんが、派
は

遣
けん

期
き

間
かん

が 
終
お

わる頃
ころ

には、彼
かれ

らの大
おお

きな成
せい

長
ちょう

を見
み

届
とど

けることができ、
また多

おお
くの学

がく
生
せい

から感
かん

謝
しゃ

され、別
わか

れを惜
お

しまれました。
そんな学

がく
生
せい

たちに、人
ひと

として大
たい

切
せつ

なことを気
き

づかされる 
こともありました。

8 月
がつ

の終
しゅう

戦
せん

記
き

念
ねん

日
び

に、1 年
ねん

生
せい

の授
じゅ

業
ぎょう

で戦
せん

争
そう

のことに 
ついて話

はな
しました。フィリピンは、戦

せん
争
そう

で日
に

本
ほん

が占
せん

領
りょう

し
甚
じん

大
だい

な被
ひ

害
がい

をもたらした国
くに

。やはり、日
に

本
ほん

人
じん

として過
か

去
こ

の悲
ひ

劇
げき

を忘
わす

れてはいけないと思
おも

ったからです。その授
じゅ

業
ぎょう

 
で、学

がく
生
せい

の一
ひ と り

人が、「戦
せん

争
そう

のことを忘
わす

れてはいけない 
けれど…」と英

えい
語
ご

で言
い

った後
あと

に、「私
わたし

は日
に

本
ほん

が好
す

きです」
と、習

なら
ったばかりの日

に
本
ほん

語
ご

で言
い

ってくれました。それは、 
私
わたし

が日
に

本
ほん

語
ご

を教
おし

えているだけではなく、日
に

本
ほん

とフィリピン 
との架

か
け橋

はし
として教

きょう
壇
だん

に立
た

っていることを実
じっ

感
かん

する瞬
しゅん

間
かん

でした。
経
けい

済
ざい

的
てき

に豊
ゆた

かだとは言
い

いがたいフィリピンでは、仕
し

事
ごと

やお金
かね

のために日
に

本
ほん

語
ご

を学
まな

ぶ学
がく

生
せい

も多
おお

く、日
に

本
ほん

から派
は

遣
けん

されて日
に

本
ほん

語
ご

を教
おし

える私
わたし

は、自
じ

分
ぶん

の仕
し

事
ごと

や立
たち

場
ば

に複
ふく

雑
ざつ

な
思
おも

いを持
も

つこともありました。しかし、明
あか

るく前
まえ

向
む

きな
フィリピンの学

がく
生
せい

との交
こう

流
りゅう

を通
とお

して、日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

師
し

のやり 
がいを再

さい
確
かく

認
にん

することができました。フィリピンで 
過
す

ごした 10 ヶ
か

月
げつ

は、教
きょう

師
し

として、また人
ひと

として、多
おお

くの 
ことを学

まな
び、成

せい
長
ちょう

できた貴
き

重
ちょう

な時
じ

間
かん

です。

派
は
遣
けん
国
こく
：

派
は
遣
けん
期
き
間
かん
：

氏
し

名
めい
：

インド

2008 年
ねん
6 月

がつ
〜 2009 年

ねん
4 月

がつ

池
いけ
田
だ
　真

ま
希
き
子
こ

私
わたし

は、 イ ン ド 
南
なん

東
とう

部
ぶ

、 チ ェ ン 
ナ イ に あ る、 
在
ざい

チ ェ ン ナ イ 
印
いん

日
にち

商
しょう

工
こう

会
かい

議
ぎ

所
しょ

 
と い う と こ ろ に 赴

ふ
任
にん

し ま し た。 学
がく

習
しゅう

者
しゃ

は 
中
ちゅう

・高
こう

・大
だい

学
がく

生
せい

から、主
しゅ

婦
ふ

、会
かい

社
しゃ

員
いん

、定
てい

年
ねん

退
たい

職
しょく

された 
60 代

だい
の方

かた
とさまざまで、日

に
本
ほん

語
ご

に興
きょう

味
み

がある人
ひと

や日
に

本
ほん

語
ご

をビジネスに活
い

かしたいと考
かんが

えている人
ひと

など、皆
みんな

やる気
き

に満
み

ち溢
あふ

れていました。
そこで私

わたし
が担

たん
当
とう

した業
ぎょう

務
む

は、現
げん

地
ち

の日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

師
し

の日
に

本
ほん

語
ご

 
ト レ ー ニ ン グ 授

じゅ
業
ぎょう

、 学
がく

習
しゅう

者
しゃ

対
たい

象
しょう

の 授
じゅ

業
ぎょう

、 ス ピ ー チ 
コンテストの指

し
導
どう

、文
ぶん

化
か

紹
しょう

介
かい

等
など

でした。私
わたし

は、大
だい

学
がく

や 
専
せん

門
もん

学
がっ

校
こう

の教
きょう

壇
だん

実
じっ

習
しゅう

などの経
けい

験
けん

を除
のぞ

いては教
きょう

授
じゅ

経
けい

験
けん

が 
なく、自

じ
分
ぶん

が先
せん

生
せい

たちに授
じゅ

業
ぎょう

をすることなどできるのか
不
ふ

安
あん

になりました。しかし、現
げん

地
ち

の先
せん

生
せい

が生
なま

の日
に

本
ほん

語
ご

に 
触
ふ

れる機
き

会
かい

がない現
げん

状
じょう

を知
し

り、また先
せん

生
せい

方
がた

の熱
ねっ

心
しん

な気
き

持
も

ち 
に動

うご
かされました。日

に
本
ほん

語
ご

の教
きょう

師
し

として必
ひつ

要
よう

なものを 
自
じ

分
ぶん

なりに考
かんが

え、また先
せん

生
せい

方
がた

からの授
じゅ

業
ぎょう

に対
たい

する要
よう

望
ぼう

や
意
い

見
けん

を取
と

り入
い

れ、試
し

行
こう

錯
さく

誤
ご

しながら自
じ

由
ゆう

に授
じゅ

業
ぎょう

をさせて
もらいました。先

せん
生
せい

方
がた

から授
じゅ

業
ぎょう

に対
たい

する要
よう

望
ぼう

をもらった
とき、一

いっ
瞬
しゅん

自
じ

分
ぶん

の授
じゅ

業
ぎょう

が否
ひ

定
てい

されているような気
き

持
も

ちに
なり焦

あせ
りましたが、言

い
われた通

とお
りに変

か
えて授

じゅ
業
ぎょう

をして 
みると面

おも
白
しろ

いほど授
じゅ

業
ぎょう

の反
はん

応
のう

がよくなりました。率
そっ

直
ちょく

に
意
い

見
けん

してくれ、こちらもそれを受
う

け入
い

れる、そういう 
やりとりから信

しん
頼
らい

関
かん

係
けい

が築
きず

かれ、私
わたし

自
じ

身
しん

も学
まな

び、成
せい

長
ちょう

する 
ことができたように思

おも
います。

インドは、気
き

候
こう

・食
しょく

事
じ
・言

げん
語
ご
・文

ぶん
化
か

など、日
に

本
ほん

とまるで 
違
ちが

っていて、慣
な

れるまでは苦
く

労
ろう

もありました。しかし、
赴
ふ

任
にん

先
さき

の日
に

本
ほん

語
ご

の先
せん

生
せい

や学
がく

習
しゅう

者
しゃ

、現
げん

地
ち

の方
かた が々た

と交
こう

流
りゅう

する
中
なか

で、インド人
じん

の温
あたた

かさ、寛
かん

大
だい

さ、愉
ゆ

快
かい

さや素
す

直
なお

さなど
の素

す
晴
ば

らしさを知
し

り、チェンナイが大
だい

好
す

きになりました。
旅
りょ

行
こう

やビジネスとは違
ちが

った視
し

点
てん

から、インド人
じん

と交
こう

流
りゅう

 
することができたことが本

ほん
当
とう

に貴
き

重
ちょう

な体
たい

験
けん

になったと 
思
おも

っています。
こ の 10 ヶ

か
月
げつ

が 無
ぶ

事
じ

に 終
お

わ る こ と が で き た の も、 
国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

基
き

金
きん

を始
はじ

め、ニューデリー事
じ

務
む

所
しょ

、チェンナイ 
総
そう

領
りょう

事
じ

館
かん

や派
は

遣
けん

先
さき

の方
かた が々た

のおかげであり、大
たい

変
へん

感
かん

謝
しゃ

し
ております。そして、より多

おお
くの方

かた が々た
にこのような 

素
す

晴
ば

らしい機
き

会
かい

が与
あた

えられることを願
ねが

っております。



派
は
遣
けん
国
こく
：

派
は
遣
けん
期
き
間
かん
：

氏
し

名
めい
：

マレーシア

2009 年
ねん
1 月

がつ
〜（2009 年

ねん
11 月

がつ
予
よ
定
てい
）

五
い が ら し
十嵐　裕

ゆ
佳
か

私
わたし

の受
うけ

入
いれ

機
き

関
かん

である
Sekolah Tun Fatimah
は全

ぜん
寮
りょう

制
せい

の中
ちゅう

高
こう

一
いっ

貫
かん

女
じょ

子
し

校
こう

です。ここで私
わたし

は、
選
せん

択
たく

必
ひっ

修
しゅう

の第
だい

二
に

外
がい

国
こく

語
ご

 
の授

じゅ
業
ぎょう

で日
に

本
ほん

語
ご

を選
せん

択
たく

した学
がく

生
せい

に対
たい

して、
二
ふ た り

人の現
げん

地
ち

の日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

師
し

の方
かた

と一
いっ

緒
しょ

に日
に

本
ほん

語
ご

を教
おし

えてい
ます。

私
わたし

が 担
たん

当
とう

す る 授
じゅ

業
ぎょう

は 全
すべ

て チ ー ム テ ィ ー チ ン グ で 
行
おこな

われるため、授
じゅ

業
ぎょう

前
まえ

に先
せん

生
せい

方
がた

と一
いっ

緒
しょ

に授
じゅ

業
ぎょう

の流
なが

れや 
活
かつ

動
どう

の内
ない

容
よう

、そして必
ひつ

要
よう

な教
きょう

材
ざい

などを打
う

ち合
あ

わせてから、
授
じゅ

業
ぎょう

に臨
のぞ

みます。実
じっ

際
さい

のクラス内
ない

では活
かつ

動
どう

に応
おう

じて私
わたし

が
主
しゅ

で教
おし

えたり、先
せん

生
せい

の補
ほ

助
じょ

に回
まわ

ったりと、お互
たが

いの利
り

点
てん

 
を生

い
かした授

じゅ
業
ぎょう

を目
もく

標
ひょう

に授
じゅ

業
ぎょう

を進
すす

めています。発
はつ

音
おん

に 
注
ちゅう

意
い

しながらの新
しん

出
しゅつ

語
ご

の導
どう

入
にゅう

や、会
かい

話
わ

を中
ちゅう

心
しん

とした応
おう

用
よう

練
れん

習
しゅう

、日
に

本
ほん

文
ぶん

化
か

を紹
しょう

介
かい

する場
ば

面
めん

では、私
わたし

が主
しゅ

となることが 
多
おお

いです。特
とく

に、日
に

本
ほん

文
ぶん

化
か

を取
と

り扱
あつか

うことが多
おお

い 5 年
ねん

生
せい

 
の授

じゅ
業
ぎょう

では『エリンが挑
ちょう

戦
せん

！にほんごできます。』1 を 
用
もち

いて、高
こう

校
こう

生
せい

の生
せい

活
かつ

やファッションについて日
に

本
ほん

と 
マレーシアを比

ひ
較
かく

する活
かつ

動
どう

も行
おこな

いました。その際
さい

に 
生
い

きたリソースである私
わたし

に対
たい

して、学
がく

生
せい

から多
おお

くの質
しつ

問
もん

が投
な

げかけられたことが、とても印
いん

象
しょう

的
てき

でした。
また、通

つう
常
じょう

授
じゅ

業
ぎょう

のほかに、日
に

本
ほん

文
ぶん

化
か

や日
に

本
ほん

語
ご

に関
かん

連
れん

した 
行
ぎょう

事
じ

や活
かつ

動
どう

も担
たん

当
とう

します。4 月
がつ

にマレーシアの高
こう

校
こう

生
せい

を対
たい

象
しょう

にした「高
こう

校
こう

生
せい

日
に

本
ほん

語
ご

スピーチ大
たい

会
かい

」の際
さい

には、 
出
しゅつ

場
じょう

学
がく

生
せい

の原
げん

稿
こう

作
さく

成
せい

からスピーチの練
れん

習
しゅう

まで私
わたし

が中
ちゅう

心
しん

と
なって指

し
導
どう

を行
おこな

いました。この先
さき

も、マレーシア全
ぜん

土
ど

の
全
ぜん

寮
りょう

制
せい

中
ちゅう

高
こう

一
いっ

貫
かん

校
こう

で日
に

本
ほん

語
ご

を学
まな

ぶ学
がく

生
せい

が、さまざまな 
日
に

本
ほん

文
ぶん

化
か

を体
たい

験
けん

する「日
に

本
ほん

文
ぶん

化
か

の日
ひ

」や、ジョホール・
バルで行

おこな
われる盆

ぼん
踊
おど

り大
たい

会
かい

にも、学
がく

生
せい

や先
せん

生
せい

方
がた

と一
いっ

緒
しょ

に、
準
じゅん

備
び

をして参
さん

加
か

する予
よ

定
てい

です。そのほかにも、日
に

本
ほん

語
ご

選
せん

択
たく

の学
がく

生
せい

だけではなく、その他
ほか

の学
がく

生
せい

や教
きょう

員
いん

の方
かた が々た

にも、
より日

に
本
ほん

について知
し

ってもらおうと、簡
かん

単
たん

な日
に

本
ほん

語
ご

を 
紹
しょう

介
かい

する掲
けい

示
じ

物
ぶつ

を学
がっ

校
こう

内
ない

に掲
けい

示
じ

したり、学
がっ

校
こう

行
ぎょう

事
じ

に浴
ゆ

衣
かた

を着
き

て参
さん

加
か

したりするといった活
かつ

動
どう

も行
おこな

っています。
私
わたし

自
じ

身
しん

も学
がっ

校
こう

生
せい

活
かつ

を通
つう

じてマレー語
ご

やマレーシアの 
文
ぶん

化
か

を学
まな

ぶことができるので、毎
まい

日
にち

がとても新
しん

鮮
せん

です。
残
のこ

りの派
は

遣
けん

期
き

間
かん

も、より充
じゅう

実
じつ

した日
ひ び々

を学
がく

生
せい

と過
す

ごせる 
ように、「教

おし
える」ことと「学

まな
ぶ」ことに取

と
り組

く
んで 

いこうと思
おも

います。
1�国

こく
際
さい

交
こう

流
りゅう

基
き

金
きん

『エリンが挑
ちょう

戦
せん

！にほんごできます。』 
http://www.jpf.go.jp/j/urawa/j_rsorcs/erin/index.html

派
は
遣
けん
国
こく
：

派
は
遣
けん
期
き
間
かん
：

氏
し

名
めい
：

オーストラリア

2009 年
ねん
2 月

がつ
〜（2009 年

ねん
12 月

がつ
予
よ
定
てい
）

永
なが
島
しま
　恭

きょう
子
こ

今
こ

年
とし

の 2 月
がつ

から、 
ニ ュ ー サ ウ ス 
ウェールズ州

しゅう
教
きょう

育
いく

 
訓
くん

練
れん

省
しょう

に派
は

遣
けん

され、 
現
げん

在
ざい

フ ォ ー ト 
ストリート高

こう
校
こう

と 
日
に

本
ほん

語
ご

探
たん

検
けん

センター
に日

に
本
ほん

語
ご

アシスタントとして配
はい

属
ぞく

されています。
日
に

本
ほん

語
ご

探
たん

検
けん

センターはニューサウスウェールズ州
しゅう

の 
教
きょう

育
いく

訓
くん

練
れん

省
しょう

が管
かん

理
り

、運
うん

営
えい

する日
に

本
ほん

家
か

屋
おく

の施
し

設
せつ

です。毎
まい

日
にち

各
かく

地
ち

から日
に

本
ほん

語
ご

を学
まな

んでいる生
せい

徒
と

たちが探
たん

検
けん

センターを
訪
おとず

れ、様
さま ざ々ま

なアクティビティを通
とお

して日
に

本
ほん

語
ご

を学
まな

んで 
います。探

たん
検
けん

センターで実
じっ

施
し

しているアクティビティ 
で使

し
用
よう

する教
きょう

材
ざい

は、すべてスタッフが考
こう

案
あん

、作
さく

成
せい

した 
オリジナル教

きょう
材
ざい

です。私
わたし

はここで週
しゅう

2 回
かい

アシスタントを 
おこなうほか、少

すこ
しずつですが教

きょう
材
ざい

開
かい

発
はつ

の方
ほう

にも関
かか

わらせて 
いただいています。

もう一
ひと

つの配
はい

属
ぞく

先
さき

、フォートストリート高
こう

校
こう

はシドニー 
の中

ちゅう
心
しん

地
ち

からほど近
ちか

いところに位
い

置
ち

する公
こう

立
りつ

の進
しん

学
がく

校
こう

 
です。日

に
本
ほん

語
ご

を含
ふく

む外
がい

国
こく

語
ご

は、7、8 年
ねん

生
せい

（日
に

本
ほん

の中
ちゅう

学
がく

 
1、2 年

ねん
生
せい

）は必
ひっ

修
しゅう

で、9 年
ねん

生
せい

から選
せん

択
たく

科
か

目
もく

となります。 
12 年

ねん
生
せい

まで日
に

本
ほん

語
ご

を選
せん

択
たく

する生
せい

徒
と

は、全
ぜん

員
いん

進
しん

学
がく

先
さき

を決
き

める 
HSC（Higher School Certificate）という卒

そつ
業
ぎょう

試
し

験
けん

の受
じゅ

験
けん

科
か

目
もく

に、日
に

本
ほん

語
ご

を選
せん

択
たく

しています。フォートストリート
高
こう

校
こう

において、私
わたし

はこの HSC で日
に

本
ほん

語
ご

を選
せん

択
たく

している
12 年

ねん
生
せい

の試
し

験
けん

対
たい

策
さく

を主
おも

におこなっています。
ここニューサウスウェールズ州

しゅう
の学

がっ
校
こう

において、日
に

本
ほん

語
ご

 
は人

にん
気
き

科
か

目
もく

の一
ひと

つです。しかし何
なん

年
ねん

も日
に

本
ほん

語
ご

を勉
べん

強
きょう

 
していても、ネイティブの日

に
本
ほん

語
ご

話
わ

者
しゃ

と話
はな

す機
き

会
かい

が 
ほとんどないという生

せい
徒
と

は少
すく

なくありません。オースト
ラリア国

こく
内
ない

でもシドニーは特
とく

に移
い

民
みん

が多
おお

く、街
まち

へ出
で

ると
様
さま ざ々ま

な言
げん

語
ご

が聞
き

こえてきます。もちろん多
おお

くの日
に

本
ほん

人
じん

も
シドニーに滞

たい
在
ざい

しています。そんなシドニーにおいても、 
新
あたら

しい言
げん

語
ご

をいかにしてコミュニケーションの手
しゅ

段
だん

として 
学
まな

ばせるか、ということは大
おお

きな課
か

題
だい

のようです。日
に

本
ほん

語
ご

 
探
たん

検
けん

センターでアシスタントをしていても、現
げん

地
ち

の日
に

本
ほん

語
ご

 
の先

せん
生
せい

方
がた

の、生
せい

徒
と

に少
すこ

しでも生
い

きた日
に

本
ほん

語
ご

にふれてほしい 
という思

おも
いが感

かん
じられます。

昨
さく

年
ねん

まで地
じ

元
もと

の福
ふく

島
しま

県
けん

でおこなっていた日
に

本
ほん

語
ご

指
し

導
どう

と
はずいぶん違

ちが
うため、はじめはずいぶん戸

と
惑
まど

いを感
かん

じ 
ましたが、今

いま
は新

あら
たなチャレンジに、やりがいを感

かん
じる

毎
まい

日
にち

です。


